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12月17日、初めての試みで、大阪・神戸支部教宣
部の交流学習会を、阪神出屋敷駅前・リベルで、神戸
支部から３名、大阪支部から９名、計12名の参加で
開催しました。
両支部では機関紙（大阪支部は『だんけつ』、神戸

支部は『神戸支部ニュース』）を発行しており、お互
いのこれまで活動してきた内容、これから合同で出来
る事などを意見交換し、機関紙活性化に向けた学習会
を行いました。
自己紹介後、早速、機関紙について互いの記事案、

取材、編集、印刷、配布方法など、機関紙を作り上げ
ていく苦労は共に同じで、編集ソフトも同様に『パー
ソナル編集長』を使用していたので、とても有意義な
ディスカッションができたと思います。

そして、「大阪・神戸合同でできる事」の議題につ
いて、学習会、フィールドワーク、名画上映会、戦跡
巡りや資料館見学など、現地に行って学ぶ系やウォー
キングを取り入れて家族も参加できるように工夫する
など、いろいろな提案が飛び交っていました。

今後も共に教宣部・機関紙を活用し、大阪支部・神
戸支部を活性化するため、合同でのフィールドワーク
や合同で「元気の出る」（？笑）学習会などをする事
を約束しました。これからの『だんけつ』『神戸支部
ニュース』に、ご注目いただき、楽しみにしておいて
ください。 （執行部 宮脇祥三）

だ ん け つ

大阪支部・神戸支部

▲ 神 戸 支 部 教 宣 部 の み な さ ん
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◇港湾部会
昨年12月６日（火）15時30分

より、地本第２・３会議室にて
「港湾部会21年度総会」が24名
の参加で開催されました。
21年度総会では活動報告・22

年度運動方針及び新役員・幹事体
制が確立されました。運動方針で
は、①組織強化拡大の観点から
「意識の共有」②統一集団交渉で
の大幅賃上げ獲得に向けた「港湾
部会強化の組織作り」③万博開催

に伴う港湾労働者にもたらす影響
の共有、また、我々を侵害する
「ＩＲ・カジノ建設に対する反対
運動の強化」以上、３点について
意識の共有が図られました。
総会終了後、続けて「港湾部会

23春闘討論集会」が開催されま
した。大きくは３点について、①
「要求額について」②「定年延長
制度・後補充について」③「万博・
ＩＲ・カジノ建設問題について」
議論されました。

まとめとし
て、①要求額
は３万円以上
②定年延長・
後補充の問題
点を支部討論
集会にて共有
し積極的な取
り組みを進め
る ③2023年

統一地方選挙にて政治闘争を強化、
ＩＲ・カジノ建設に断固として反
対、大港労協に結集し、維新政治
に打ち勝つと、されました。
22春闘では政府（公取）から

「価値創造のための転嫁円滑化施
策」の推進が打ち出されたものの、
我々が働く中小企業への反映はほ
ぼ皆無でした。そのため、物価上
昇や増税に伴った賃上げにはなり
ませんでした。このままでは我々
の生活は疲弊し、さらなる格差を
生み出すことでしょう。
近年「官製春闘」との言葉が横

行する時代となっていますが、全
港湾大阪支部は我々の「権利を勝
ち取る」「守る」など、本来の労
働運動を初心に戻り展開し、組織
的にたたかっていかなくてはなり
ません。大阪支部に集う仲間が団
結して強い気持ちで23春闘勝利
を勝ち取りましょう。

港湾部会長 横山貴安基

だ ん2023.1.1
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自衛隊は攻撃対象になる

昨年12月10日～12日、宮古島
に危険なブルーインパルス飛行の
抗議に横山書記長と参加した。
10日は東京在住の伊勢崎賢治

さん（アフガニスタン武装解除日
本政府特別代表）の講演会に、北
海道から石垣島まで全国から結集
し約４００名が集まった。
講演では「沖縄戦やウクライナ

侵略の経過をもとに、宮古島はじ

め琉球弧では、アメリカの緩衝国
家（大国同士の衝突を防ぐ役割を
果たしている国）であり、決して
武装などしてはいけない。沖縄戦
のように、住民に銃を持たすこと

は戦闘員となり必ず攻撃される。
米軍の言いなりでは琉球弧は第１
攻撃目標となる」と訴えられた。

ブルーインパルス飛行は

軍事利用の一環

宮古島航空自衛隊の分屯基地が
開設されて50年となる節目を記
念して、ブルーインパルスの飛行
が計画された。
沖縄県は下地島空港の利用は軍

事利用とし認めないとしてきたが
宮古島空港の使用は港湾の「許可」
とは違い「届出」だけなので受理
したのだ。
11日10時からブルーインパル
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◇車両部会
明けましておめでとうございま

す。

昨年も長期化するコロナウィル

ス感染症で、交通運輸のみならず、

国民に未曾有の危機をもたらし、

感染者は一時期減少するも、ふた

たび増加し「ウィズコロナ」の取

り組みを加速させ、コロナ禍から

の回復、経済再生に踏み込むと感

染者が全国で増加、また、インフ

ルエンザ感染者も増えたことから

経済再生はまだまだ先の見えない

状況となっています。その上、深

刻な人材不足、運賃や賃金の低迷

化、運輸産業においては残業時間

の問題や2024年には働き方の大

きな変革を運輸産業全体で行なっ

ていかなくてはなりません。

世界では多国間協調が必要な時

にもかかわらず、侵略戦争、国家

間の対立、世界中で広がる格差社

会、安全保障問題の深刻化などの

リスクが波状的に発生し不安定な

状況を生み出している、このよう

な世界的にも危機的な状況だから

こそ共に乗り越えて我々は足元を

しっかりと固め、「すべての労働

者の立場にたった働き方」の構築

と安心して働ける環境、思いやり

のある「安心・安全で次世代に繋

げる改革」を推し進めていかねば

ならないのです。

このような環境を改善させるた

めにも、車両部会春闘討論集会が

昨年12月18日に開催されました。

各分会から今春闘の方針案につ

いて発言があ

り、賃上げ３

万円の要求案

に対し、経済

的にも根拠あ

る数字という

意見が多かっ

たです。生コ

ン部会からは

「４～５年賃上げがなく人員補充

もしていきたい」と発言がありま

した。

車両部会は、この困難な状況を

真っ向から立ち向かい、お互いの

立場を認め合い、助け合い、労働

組合の役割や必要性の再認識し、

物価の上昇やインフレにも動じな

い組合活動を組合員一丸となって

奮闘していきます。

車両部会長 南野 一樹

No.369け つ
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スが駐留する宮古島空港で、全港
湾北海道地本から川村委員長も参
加し、約１３０人が抗議の声を上
げ続けた。

政府は、琉球弧の防衛力整備に
向け、宮古島などにある空港や港
湾施設を自衛隊が円滑に利用でき
るよう地元自治体に理解を求めて
いく方針と報道されている中、町

長が住民に対し、「与那国島では
危険を感じた場合は給付金を支給
するので島から脱出してほしい」
と訴えている。戦争が始まるのは
数10年先のことではない。

緩衝国家ノルウェーとの違い

ＮＡＴＯ諸国であるノルウェー
では、米軍に武器の保管さえも許
さない一貫した方針で、米軍の全
ての行動はノルウェー政府の許可
制であり「自由なき駐留」の原則
が同盟を支配する。これからロシ
アへ警戒感がどう加速しようと、
「米国の行動が引き起こす有事の

真っ先の被害を被るのは我が祖国
である」という緩衝国家としての
自覚は、この国の国防の「国是」
の本質であり続ける。
アメリカのための緩衝国家であ

る日本にとって、琉球弧、すなわ
ちボーダーランド（仮想敵国に一
番近い地域）を完全に非武装化す
ることが日本全体の防衛となるの
だ。
辺野古新基地だけでなく敵基地

攻撃能力強化を認めず、対話と外
交で平和な国づくりを宮古などの
琉球弧でたたかう仲間と連帯、共
闘していこう。

（副委員長 陣内恒治）
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